
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成22年２月10日

【四半期会計期間】 第146期第３四半期(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31

日)

【会社名】 オークマ株式会社

【英訳名】 OKUMA Corporation

【代表者の役職氏名】 取締役社長　　花　木　義　麿

【本店の所在の場所】 愛知県丹羽郡大口町下小口５丁目25番地の１

【電話番号】 0587-95-7822

【事務連絡者氏名】 執行役員経理・企画部長兼経営企画室長　　堀　江　　　親

【最寄りの連絡場所】 神奈川県厚木市岡田3144番地

【電話番号】 046-229-1025(代表)

【事務連絡者氏名】 東京支店長　　　斉　川　幸　雄

【縦覧に供する場所】 オークマ株式会社　東京支店

　 　(神奈川県厚木市岡田3144番地)

　 オークマ株式会社　大阪支店

　 　(大阪府吹田市南吹田５丁目13番25号)

　 株式会社　東京証券取引所

　 　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　 株式会社　名古屋証券取引所

　 　(名古屋市中区栄３丁目８番20号)

　

EDINET提出書類

オークマ株式会社(E01481)

四半期報告書

 1/29



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第145期
第３四半期
連結累計期間

第146期
第３四半期
連結累計期間

第145期
第３四半期
連結会計期間

第146期
第３四半期
連結会計期間

第145期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (百万円) 140,002 44,467 37,342 14,677 167,369

経常損益 (百万円) 12,900 △10,134 411 △3,641 12,432

四半期(当期)純損益 (百万円) 4,010 △13,140 △1,453 △3,758 3,995

純資産額 (百万円) ― ― 105,741 93,098 105,325

総資産額 (百万円) ― ― 182,744 146,030 172,104

１株当たり純資産額 (円) ― ― 629.09 553.31 627.94

１株当たり四半期
(当期)純損益

(円) 24.17 △79.95 △8.80 △22.87 24.13

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 56.6 62.3 60.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 6,391 9,444 ― ― 3,328

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △7,281 △3,675 ― ― △8,811

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △5,289 639 ― ― 3,190

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 18,789 32,988 26,376

従業員数 (名) ― ― 2,964 2,923 2,908

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、第145期第３四半期連結累計期間及び第145期

は潜在株式が存在しないため、第146期第３四半期連結累計期間、第145期第３四半期連結会計期間及び第146期

第３四半期連結会計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、当該欄は「―」

と記載しております。

　

EDINET提出書類

オークマ株式会社(E01481)

四半期報告書

 2/29



２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社に異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 2,923

(注) １　従業員数は就業人員(当グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当グループへの出向者を

含んでおります)であります。

２　臨時従業員数(パートタイマー等を含んでおります)の総数は従業員数の100分の10未満であるため、記載を省

略しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 2,167

(注) １　従業員数は就業人員(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります)でありま

す。

２　臨時従業員数（パートタイマー等を含んでおります）の総数は従業員数の100分の10未満であるため、記載を

省略しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

生産、受注及び販売の状況については、当グループが製造・販売を行っている主要な製品別に区分しま

す。

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を主要な製品別に示すと、次のとおりになります。
　

主要な製品の名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

ＮＣ旋盤 2,733 -71.9

マシニングセンタ 6,192 -68.5

複合加工機 2,698 -65.6

ＮＣ研削盤 158 -78.8

その他 407 -17.2

合計 12,191 -68.3

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を主要な製品別に示すと、次のとおりになります。
　

主要な製品の名称
受注高
(百万円)

前年同四半期比
(％)

受注残高
(百万円)

前年同四半期比
(％)

ＮＣ旋盤 4,326 -12.4 5,225 -51.9

マシニングセンタ 6,606 -24.6 14,036 -48.2

複合加工機 3,817 -31.7 3,975 -49.9

ＮＣ研削盤 159 -42.4 502 -56.9

その他 613 +65.6 746 +490.4

合計 15,523 -22.1 24,487 -48.1

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を主要な製品別に示すと、次のとおりになります。
　

主要な製品の名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

ＮＣ旋盤 3,567 -62.9

マシニングセンタ 6,978 -62.7

複合加工機 3,522 -54.6

ＮＣ研削盤 180 -75.6

その他 428 -15.4

合計 14,677 -60.7

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主要な販売先については、総販売実績の100分の10以上を占める販売先がありませんでしたので、記載を省略し

ております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

はありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況その他経営に重要な影響を及ぼす事象は

ありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当グループが判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、中国経済の拡大、大型経済対策、在庫調整の進展

などにより、景気は緩やかな回復基調にあります。しかしながら、製造業を中心に企業の設備過剰感は依

然として高いことから、設備投資の抑制は継続しております。

　工作機械業界におきましては、中国市場向けの受注額は拡大傾向に転じたものの、日本・北米・欧州の

受注は依然として低迷が続いております。その結果、平成21年暦年の業界累計受注額は4,118億円となり、

前年の1兆3,011億円の３分の１以下と極めて低い水準となりました。

　このような状況の中で当企業グループは、顧客拡大、生産改革、そして体質強化のための諸施策を全力で

進めてまいりました。

　工作機械需要の大幅な減少の中で、これらの諸施策を進めてまいりました結果、当第３四半期連結会計

期間における連結受注高は155億２千３百万円（前年同四半期比22.1％減）、連結売上高は146億７千７

百万円（同60.7％減）、営業損失は36億４千２百万円（前年同四半期連結会計期間は営業利益７億２千

１百万円）、経常損失は36億４千１百万円（前年同四半期連結会計期間は経常利益４億１千１百万円）、

そして四半期純損失は37億５千８百万円（前年同四半期連結会計期間は四半期純損失14億５千３百万

円）となりました。
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次に、所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　日本

アジア向けを中心とした輸出の持ち直し、在庫調整の進展により製造業の稼働率は回復基調にあ

ります。しかしながら、設備過剰感の高止まりを背景に設備投資には慎重な姿勢が続いております。

そのため、工作機械需要におきましても、ハイブリッド自動車関係など一部好調な分野を除けば、依

然として低迷が続いております。その結果、売上高は93億７千２百万円（前年同四半期比72.8％

減）、営業損失は37億６千４百万円（前年同四半期連結会計期間は営業利益５億７百万円）となり

ました。

　

②　米州

新政権による大型景気対策により、景況感に明るさが見られますが、雇用・所得環境の悪化、設備

投資の低迷など実体経済は厳しい状況が続いております。工作機械需要は、航空機・メディカル機器

産業向けなどが比較的堅調でありますが、全体としては低水準で推移しております。その結果、売上

高は34億１百万円（前年同四半期比54.2％減）、営業損失は２億１千万円（前年同四半期連結会計

期間は営業利益４億円）となりました。

　

③　欧州

欧州経済は各国の景気対策効果により、一段の悪化は回避しましたが、総じて低迷しております。

設備稼働率が投資判断水準を大きく割り込んでおり、工作機械需要も低い水準で推移いたしました。

その結果、売上高は25億６千２百万円（前年同四半期比54.4％減）、営業損失は３億７千９百万円

（前年同四半期連結会計期間は営業利益３億３千８百万円）となりました。

　

④　アジア・パシフィック

中国経済の大型景気対策、域内諸国の対中輸出の増加などにより、アジア経済は回復基調で推移い

たしました。工作機械市場においても、自動車や電気・電子関連を中心に拡大傾向が続いておりま

す。その結果、売上高は13億２千８百万円（前年同四半期比52.6％減）、営業損失は１千８百万円

（前年同四半期連結会計期間は営業利益２億６百万円）となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第２四半期連結会計期間末と比較

して50億１千４百万円増加し、329億８千８百万円となりました。
　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動によるキャッシュ・フローは、17億６千６百万円の収入となりました（前年同四半期連結会計

期間は33億２千４百万円の支出）。主な要因は、税金等調整前四半期純損失38億２千１百万円、減価償却

費16億７千７百万円、たな卸資産の減少25億７百万円、及び仕入債務の増加15億２千２百万円によるもの

であります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動によるキャッシュ・フローは、19億３千１百万円の支出となりました（前年同四半期連結会計

期間は15億６千４百万円の支出）。主な要因は、定期預金の純増加額15億円、有形固定資産の取得による

支出９千３百万円、無形固定資産の取得による支出１億８千３百万円、及び投資有価証券の取得による支

出１億４百万円によるものであります。

　

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動によるキャッシュ・フローは、49億９千１百万円の収入となりました（前年同四半期連結会計

期間は24億５千７百万円の支出）。主な要因は、社債の発行による収入50億円によるものであります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間における当グループの研究開発費の総額は、710百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）に計画中であっ

た重要な設備の新設、除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 493,862,000

計 493,862,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 168,775,770168,775,770
東京証券取引所
名古屋証券取引所
各市場第一部

単元株式数は1,000株で
あります。

計 168,775,770168,775,770― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年12月31日 ― 168,775 ― 18,000 ― 39,951

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通
株式

4,301,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通
株式

162,816,000162,816 ―

単元未満株式
普通
株式

1,658,770― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 168,775,770― ―

総株主の議決権 ― 162,816 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が１千株（議決権１個）含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式505株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オークマ株式会社

愛知県丹羽郡大口町下小口
５丁目25番地の１

4,301,000 ― 4,301,000 2.5

計 ― 4,301,000 ― 4,301,000 2.5

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 444 514 523 454 492 491 478 437 497

最低(円) 356 421 422 365 425 440 394 368 362

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

　

氏名 新役名及び職名 旧役名及び職名 異動年月日

森　　義彦

専務取締役
（営業本部長兼海外本部管
掌兼サービス本部管掌兼
オークマ　アメリカ　
Corp.管掌兼オークマ　
ヨーロッパGmbH管掌）

専務取締役
（営業本部長兼海外本部担
当兼オークマ　アメリカ　
Corp.担当兼オークマ　
ヨーロッパGmbH担当）

平成21年６月29日

江崎　　毅

専務取締役
（調達本部長兼技術本部管
掌兼北一大隈（北京）机
床有限公司管掌）

専務取締役
（調達本部長兼技術本部担
当兼北一大隈（北京）机
床有限公司担当）

平成21年６月29日

石原　敏夫

常務取締役
（人事部担当兼総務部担当
兼輸出管理室担当兼内部
監査室担当）

常務取締役
（管理本部長兼情報システ
ム部長兼関係会社担当兼
人事部担当兼輸出管理室
担当）

平成21年６月29日

冨田　俊雄
取締役
（経理・企画部担当）

取締役
（管理本部副本部長兼経理
部長）

平成21年６月29日

領木　正人
取締役
（ＦＡシステム本部長兼情
報システム部長）

取締役
（ＦＡシステム本部長兼Ｆ
Ａ製造部長）

平成21年６月29日

伊藤　正道

取締役
（サービス本部長兼可児工
場長）

取締役
（サービス本部長兼サービ
ス部品部長兼可児工場
長）

平成21年６月29日

取締役
（サービス本部長兼アジア
サービスセンター長兼可
児工場長）

取締役
（サービス本部長兼可児工
場長）

平成21年10月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,567 26,760

受取手形及び売掛金 ※４
 16,158 31,262

有価証券 4 4

たな卸資産 ※１
 35,631

※１
 46,878

その他 2,920 8,883

貸倒引当金 △592 △652

流動資産合計 91,690 113,136

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※２
 16,962

※２
 17,945

その他（純額） ※２
 16,216

※２
 20,331

有形固定資産合計 33,178 38,277

無形固定資産 3,574 3,962

投資その他の資産

投資有価証券 13,958 12,589

その他 3,704 4,217

貸倒引当金 △76 △78

投資その他の資産合計 17,586 16,728

固定資産合計 54,339 58,967

資産合計 146,030 172,104
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※４
 7,310 19,250

短期借入金 264 7,266

1年内返済予定の長期借入金 7,171 6,888

未払法人税等 732 1,657

賞与引当金 441 1,272

役員賞与引当金 － 12

その他の引当金 206 469

その他 5,980 7,614

流動負債合計 22,107 44,430

固定負債

社債 5,000 －

長期借入金 21,685 18,971

退職給付引当金 783 738

その他の引当金 75 70

負ののれん 653 1,040

その他 2,626 1,527

固定負債合計 30,824 22,348

負債合計 52,931 66,778

純資産の部

株主資本

資本金 18,000 18,000

資本剰余金 41,673 41,674

利益剰余金 39,454 52,924

自己株式 △3,172 △3,169

株主資本合計 95,955 109,429

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △442 △1,865

為替換算調整勘定 △4,581 △4,361

評価・換算差額等合計 △5,024 △6,226

少数株主持分 2,168 2,122

純資産合計 93,098 105,325

負債純資産合計 146,030 172,104
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 140,002 44,467

売上原価 99,015 38,636

売上総利益 40,987 5,831

販売費及び一般管理費 ※１
 27,977

※１
 15,757

営業利益又は営業損失（△） 13,010 △9,926

営業外収益

受取利息 276 73

受取配当金 417 192

負ののれん償却額 384 390

持分法による投資利益 19 12

その他 406 412

営業外収益合計 1,504 1,082

営業外費用

支払利息 447 453

為替差損 544 330

その他 621 506

営業外費用合計 1,613 1,290

経常利益又は経常損失（△） 12,900 △10,134

特別利益

固定資産売却益 － 86

投資有価証券売却益 － 43

特別利益合計 － 130

特別損失

投資有価証券評価損 3,800 186

特別損失合計 3,800 186

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

9,099 △10,190

法人税等 ※２
 4,711

※２
 2,909

少数株主利益 377 40

四半期純利益又は四半期純損失（△） 4,010 △13,140
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 37,342 14,677

売上原価 27,607 13,155

売上総利益 9,734 1,521

販売費及び一般管理費 ※１
 9,013

※１
 5,163

営業利益又は営業損失（△） 721 △3,642

営業外収益

受取利息 64 28

受取配当金 95 75

負ののれん償却額 127 130

持分法による投資利益 3 －

為替差益 － 23

その他 7 84

営業外収益合計 299 343

営業外費用

支払利息 150 152

持分法による投資損失 － 0

為替差損 207 －

その他 250 188

営業外費用合計 609 342

経常利益又は経常損失（△） 411 △3,641

特別利益

投資有価証券売却益 － 6

特別利益合計 － 6

特別損失

投資有価証券評価損 1,286 186

特別損失合計 1,286 186

税金等調整前四半期純損失（△） △875 △3,821

法人税等 ※２
 464

※２
 △71

少数株主利益 113 8

四半期純損失（△） △1,453 △3,758
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

9,099 △10,190

減価償却費 5,499 4,491

負ののれん償却額 △384 △390

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13 △51

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,464 △849

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △95 △11

退職給付引当金の増減額（△は減少） △263 △4

受取利息及び受取配当金 △693 △266

支払利息 447 453

為替差損益（△は益） 294 △119

持分法による投資損益（△は益） △19 △12

投資有価証券評価損益（△は益） 3,800 186

投資有価証券売却損益（△は益） － △43

固定資産売却損益（△は益） △12 △86

固定資産廃棄損 76 4

売上債権の増減額（△は増加） 11,936 14,770

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,592 10,972

仕入債務の増減額（△は減少） △2,776 △11,675

その他 △1,241 445

小計 13,625 7,623

利息及び配当金の受取額 680 307

利息の支払額 △314 △309

法人税等の支払額 △7,600 △1,371

法人税等の還付額 － 3,195

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,391 9,444

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） － △4,200

有形固定資産の取得による支出 △4,911 △1,264

有形固定資産の売却による収入 25 2,993

無形固定資産の取得による支出 △1,895 △897

投資有価証券の取得による支出 △267 △195

投資有価証券の売却による収入 － 87

その他 △233 △199

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,281 △3,675
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 151 △7,000

長期借入れによる収入 4,000 7,000

長期借入金の返済による支出 △5,102 △4,002

社債の発行による収入 － 5,000

リース債務の返済による支出 △33 △23

自己株式の売却による収入 12 1

自己株式の取得による支出 △985 △6

少数株主への配当金の支払額 △1 △0

配当金の支払額 △3,329 △328

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,289 639

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,487 203

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,667 6,611

現金及び現金同等物の期首残高 27,456 26,376

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,789 32,988
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年12月31日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

損益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用

を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。なお、法

人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

商品及び製品 14,495百万円

仕掛品 16,825　
原材料及び貯蔵品 4,310　

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

商品及び製品 21,832百万円

仕掛品 19,380　
原材料及び貯蔵品 5,664　

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、56,055百万円で

あります。

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、54,937百万円で

あります。

　３　受取手形裏書譲渡高は、25百万円であります。 　３　受取手形裏書譲渡高は、232百万円であります。

※４　四半期連結会計期間末日満期手形は、手形交換日を

もって決済処理しております。従って、当第３四半

期連結会計期間末日は金融機関の休日であったた

め、四半期連結会計期間末日満期手形が以下の科目

に含まれております。

受取手形 34百万円

支払手形 36　

────────

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運賃荷造費 8,035百万円

販売諸掛 4,321　
報酬、給料及び手当 6,004　
旅費通信費 1,607　
研究開発費 815　
減価償却費 433　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運賃荷造費 2,884百万円

販売諸掛 2,242　
報酬、給料及び手当 4,149　
旅費通信費 969　
研究開発費 919　
減価償却費 397　

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運賃荷造費 2,554百万円

販売諸掛 1,647　
報酬、給料及び手当 1,804　
旅費通信費 499　
研究開発費 205　
減価償却費 154　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運賃荷造費 794百万円

販売諸掛 534　
報酬、給料及び手当 1,392　
旅費通信費 330　
研究開発費 454　
減価償却費 130　

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 19,167百万円

有価証券勘定 4　
預入期間が３ヶ月を超える定期

預金等
△381　

現金及び現金同等物 18,789　

１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 37,567百万円

有価証券勘定 4　
預入期間が３ヶ月を超える定期

預金等
△4,582　

現金及び現金同等物 32,988　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 168,775,770

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,436,950

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 328 2 平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当グループの事業は、一般機械の製造・販売業という単一セグメントでありますので、事業の種類別セ
グメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・パ
シフィック
（百万円）

計(百万円)
消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

22,5267,396 5,586 1,83337,342 ― 37,342

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

11,886 32 34 969 12,922(12,922) ―

計 34,4127,428 5,620 2,80250,264(12,922)37,342

　営業利益 507 400 338 206 1,453(   732)721

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・パ
シフィック
（百万円）

計(百万円)
消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

7,567 3,397 2,485 1,22614,677 ― 14,677

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,805 3 76 102 1,988( 1,988) ―

計 9,372 3,401 2,562 1,32816,665( 1,988)14,677

　営業損益 △3,764 △210 △379 △18 △4,374 731 △3,642
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前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・パ
シフィック
（百万円）

計(百万円)
消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

81,64126,95825,0006,402140,002 ― 140,002

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

47,444 112 145 3,27250,975(50,975) ―

計 129,08527,07125,1469,674190,978(50,975)140,002

　営業利益 8,908 1,638 2,398 935 13,881(   871)13,010

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・パ
シフィック
（百万円）

計(百万円)
消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

25,4599,445 6,674 2,88744,467 ― 44,467

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

6,748 29 201 860 7,838( 7,838) ―

計 32,2079,475 6,875 3,74752,306( 7,838)44,467

　営業損益 △9,627 △679 △835 △164△11,3071,381△9,926

　
(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域
(1) 米州……アメリカ
(2) 欧州……ドイツ
(3) アジア・パシフィック……中国、台湾、オーストラリア
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

　 米州 欧州
アジア・
パシフィック

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 7,809 5,596 6,291 19,697

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 37,342

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

20.9 15.0 16.8 52.7

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　

　 米州 欧州
アジア・
パシフィック

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 3,144 2,478 2,937 8,560

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 14,677

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

21.4 16.9 20.0 58.3

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

　 米州 欧州
アジア・
パシフィック

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 27,613 25,319 23,848 76,782

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 140,002

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

19.7 18.1 17.0 54.8

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　

　 米州 欧州
アジア・
パシフィック

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 9,232 6,718 9,541 25,491

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 44,467

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

20.8 15.1 21.4 57.3

　
(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1) 米州……アメリカ、ブラジル、メキシコ

(2) 欧州……オランダ、ロシア、ドイツ、ルーマニア、イタリア、スウェーデン

(3) アジア・パシフィック……中国、オーストラリア、韓国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 553.31円
　

１株当たり純資産額 627.94円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 93,098 105,325

純資産の部の合計額から控除する金額
（百万円）

2,168 2,122

（うち少数株主持分（百万円）） (2,168) (2,122)

普通株式に係る四半期連結会計期間末
（連結会計年度末）の純資産額
（百万円）

90,930 103,203

１株当たり純資産額の算定に用いられた
四半期連結会計期間末（連結会計年度
末）の普通株式の数（千株）

164,338 164,349

　

２  １株当たり四半期純損益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 24.17円
　

１株当たり四半期純損失（△） △79.95円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第３四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないた

め、当第３四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

　　 ２　１株当たり四半期純損益の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

四半期純損益(百万円) 4,010 △13,140

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損益(百万円) 4,010 △13,140

普通株式の期中平均株式数(千株) 165,913 164,344

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失（△） △8.80円
　

１株当たり四半期純損失（△） △22.87円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

　　 ２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

四半期純損失（△）(百万円) △1,453 △3,758

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失（△）(百万円) △1,453 △3,758

普通株式の期中平均株式数(千株) 165,020 164,340
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

オークマ株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人
　

　 　 　
指　定　社　員
業務執行社員

　 公認会計士　　名　　倉　　幸　　一　　㊞

　 　 　
指　定　社　員
業務執行社員

　 公認会計士　　山　　内　　佳　　紀　　㊞

　 　 　
指　定　社　員
業務執行社員　公認会計士　　田　　中　　登 志 男 　 ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

クマ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オークマ株式会社及び連結子会社の平成20年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月８日

オークマ株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人
　

　 　 　
指　定　社　員
業務執行社員

　 公認会計士　　名　　倉　　幸　　一　　㊞

　 　 　
指　定　社　員
業務執行社員

　 公認会計士　　山　　内　　佳　　紀　　㊞

　 　 　
指　定　社　員
業務執行社員　公認会計士　　田　　中　　登 志 男 　 ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

クマ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オークマ株式会社及び連結子会社の平成21年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

オークマ株式会社(E01481)

四半期報告書

29/29


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)ライツプランの内容
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に関する事項
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

